
未達 計画
通り 上回る 著しく

上回る

施策１
地域経済の振興 1

施策２
中小企業・小規模事
業者の振興

2

施策３
農林業の振興 2

施策４
観光の振興 2

施策５
就労の支援 2 2

施策６
産業拠点の企業立地
の促進

1 1

概ね計画通り進められました。

長引くコロナ禍の影響により栗東農業まつりなどの大規模なイ
ベント関連については中止となりましたが、各事業について感染
防止対策を図りながら実施し、概ね計画通り進められました。今
後は、アフターコロナを見据えて、状況に応じた事業を行う必要
があります。

また、原油価格や物価高騰等の影響を受け厳しい状況にある中
小企業や農業者に対して、必要な支援をきめ細やかに実施してい
く必要があります。

企業立地の促進については、関係機関や地元との調整など課題
はあるものの、産業集積に向けた地域のまちづくりを引き続き支
援しました。

一次評価

二次評価
コロナ禍で得た経験を活かし、状況に応じた今後

の事業の開催や実施を期待する。

原油価格や物価高騰等の影響が依然としてある中で、
中小企業や小規模事業者、農業者等に対して引き続き
必要な支援に取り組まれたい。

上回る
15.4％

計画通り
76.9％

政策１ 経済の安心を生み出す
目標 経済活動が活発で、多様な就労環境があるまち

未達
7.7％



一次評価未達 計画
通り 上回る 著しく

上回る
施策１
子育て環境の充実 1 ３

施策２
子育て家庭への支援 ４

施策３
就学前教育・ 保育
の充実

3

施策４
学校教育の充実 2 2

概ね計画通り進められました。
不登校・不適応にある児童生徒が増加しており、

虐待や家庭環境等の児童生徒の背景が一要因とし
てあることから、生徒や保護者、各小中学校の児
童生徒支援の取り組みをより一層支援していく必
要があります。

子ども・子育て支援については、結婚から妊娠
期、子育て期まで切れ目なく子育て支援に取り組
む必要があります。

二次評価

ヤングケアラーが全国的に問題になっている中で、
教育委員会のヤングケアラーの対策に期待する。特に
対策については、総合的な対応が必要なので、まずは
実態把握に積極的に取り組まれたい。

多様な保育ニーズに応えていくためにも、更なる子
ども・子育て支援への施策についての対応を期待する。

未達
20％

計画通り
80％

政策２ 教育・子育ての安心を育む
目標 自己肯定感が高く、笑顔にあふれた子どもを育むまち



未達 計画
通り 上回る 著しく

上回る
施策１
健康づくりと医療体
制の充実

1 6 1

施策２
スポーツの振興 2

施策３
地域福祉の推進 6 １

施策４
高齢者福祉の推進 1 1

施策５
障がい者福祉の促進 2 1

施策６
保険・年金制度の適
正な運営

1

一次評価
概ね計画通り進められました。
コロナ禍であったことから一部の活動団体

等に活動自粛がみられましたが、感染症対策
を講じた上で、時間短縮や開催数を増やし等
実施方法を工夫して開催しました。

スポーツの振興は、2025年の国スポ・障ス
ポ開催をさらなるスポーツ振興の契機となる
よう、各種団体と協力しながらスポーツ人口
の増加に努めます。

二次評価

各種団体と行政が今後もより一層協力し、地域福祉
等の各種福祉の推進や健康維持に取り組まれたい。

特に、民生委員の未選任地域が近隣市に比べ多いこ
とから、各種団体と行政が課題を共有し、協力し合い、
担い手の確保を行い、未選任地域の解消に向けた取り
組みに努められたい。

未達
13.0％

政策３ 福祉・健康の安心を築く
目標 健康維持に向けた取り組みが進み、地域共生が実現しているまち

※端数の関係で100とならない場合がある。

上回る
13.0％

計画通り
69.6％

著しく
上回る
4.3％



未達 計画
通り 上回る 著しく

上回る
施策１
人権・平和の推進 3 8

施策２
男女共同参画の推
進

１ ４

施策３
防犯・消費者保護
の推進

１ １ １

施策４
交通安全の推進 ４

施策５
多文化共生の推進 １ 1

施策６
地域コミュニティ
の推進

１

未達 計画
通り 上回る 著しく

上回る
施策７
生涯学習の推進 ３

施策８
文化・芸術の推
進

１

施策９
防犯の推進 １ 6

施策１０
循環型社会の推
進

１ １

施策１１
公園・緑地の推
進

3

施策１２
住環境・都市景
観の形成

１ ２

政策４ 暮らしの安心を支える
目標 多様性を認め合い、快適で安全に暮らし続けられるまち



未達 計画
通り 上回る 著しく

上回る

施策１３
空き家対策の推
進

１

施策１４
ライフライン
（上下水道）の
整備

１ １

施策１５
道路・交通の整
備

１ ４

一次評価
概ね計画通り進められましたが、未達成が多々ありました。
人権・平和の推進について、ウクライナ侵攻により平和に

対する意識が世界で高まっている中、戦争の悲惨さや残酷さ
を平和学習を通じて伝えていくように努める必要があります。

地域コミュニティ事業は、コロナ禍により地域活動の減少
や地域のつながりが希薄となったことから、これまでの活動
内容を見直し「新しい生活様式」での地域活動のあり方を模
索する必要があります。

循環型社会の推進においては、廃食用油回収拠点の増設に
より回収量が大幅に増え、市民の環境保全に対する意識を高
めることができました。今後も、地球環境に対する意識向上
につながる施策を実施していきます。

二次評価
コロナ禍の影響により事業が実施できなかったこと

などから、目標が未達となっている施策が多く見受け
られる。今後は、「withコロナ」を踏まえた事業展開
をされたい。また、活動指標においても、コロナ禍で
の指標や目標値となっているもの等も見受けられるた
め、今後の計画見直し時に見直しを検討されたい。

循環型社会の推進については、廃食用油を再利用す
る企業等とも連携を図り、リサイクルの方法も含め、
よりよい循環に向けた取り組みを進められたい。５

上回る
3.8％

未達
22.6 ％

著しく上回る
3.8％

計画通り
69.8％



未達 計画
通り 上回る 著しく

上回る

施策１
市民参画と協働の推進 ３

施策２
効果的・効率的な行財
政運営

１ ２

施策３
行政サービスの品質向
上

７ １

施策４－１
シティセールスの推進 １ １ 1

施策４－２
馬を活かしたまちづく
りの推進

１ 4 １

一次評価
概ね計画通り事業が進められました。
ふるさと納税による馬関連商品取扱事業者や馬

関連商品を増やすことや、広報紙で若手騎手を取
り上げる等、馬のまちとしての魅力発信をしてい
ます。馬のまちとしての認識が市内外問わず依然
として低いことから、馬を活かした取り組みを今
後検討していく必要があります。

デジタル田園都市国家構想の取り組みが国を挙
げて進められていることから、市民サービスのＩ
ＣＴ化による利便性向上等について検討を進める
必要があります。

二次評価

ふるさと納税や広報紙等を通じて、馬のまちをさら
に対外的にアピールし、更なるまちの魅力発信を図る
とともに、活性化への取り組みに努められたい。

行政サービスの利便性向上や市民参画・協働の推進
に向け、今後さらなるICTの活用を検討されたい。

※端数の関係で100とならない場合がある。

政策５ 行政の安心を営む
目標 参画したくなる、新時代のパートナーシップを追求するまち

６

上回る
4.3％

計画通り
73.9％

未達
13％

著しく上回る
8.7％


